
☺ はじめに
まずは、この応募の⼿引きを読んで、トビタテの概要と申請までの流れを知りましょう。
また、トビタテ公式HPまたは神⼾⼤学HP（トビタテのページ）にて必ず「募集要項」を確認しましょう。

☺ 派遣留学⽣の要件（募集要項P6 9.参照）

☺ 留学計画の申請要件（募集要項P4 5.（2））

□ 留学先の受⼊れ先機関が、外務省の「領事サービスセンター（海外安全担当）」の情報提供サービス等における海外安全ホームペー
ジ上「レベル２：不要不急の渡航は⽌めてください。」以上に該当する地域ではない計画

□ 留学先における各受⼊れ機関（以下「留学先機関」という。）がそれぞれの留学開始前までに確保できる計画
※留学先機関がなく、毎⽉の在籍確認をとれない計画は⽀援対象となりません。

□ 在籍⼤学等が、教育上有益な学修活動と認める計画

□ 留学の⽬的に沿った実践活動が含まれている計画
※語学留学のみの計画は、⽀援の対象になりません。

□ 本制度において、過去に派遣留学⽣として採⽤されていない学⽣
※本⼈の責によらず渡航前に辞退した学⽣は対象となります。また、⾼校⽣コースの派遣留学⽣として採⽤された学⽣は対象となりま
す。

□ 平成３０年８⽉１１⽇〜平成３１年３⽉３１⽇に諸外国において留学が開始される（出国⽇ではなく、プログラム開始⽇となりま
す。）計画。なお、⽇本で開催される事前研修に参加しないと留学を開始できませんので、注意してください。

□ 諸外国における留学期間が28 ⽇以上2 年以内（3 か⽉以上推奨（「海外初チャレンジ応援枠」は除く））の計画
※留学期間が1 年以上かつ⽀援期間が13 か⽉以上となる計画の⽀援⼈数は、⽀援予定⼈数全体の1 割を上限とします。留学期
間とは、実際の学修活動の開始⽇から終了⽇までの期間のことであり、渡航及び帰国にかかる期間は留学期間に含まれません。
※留学期間終了後、1 ヶ⽉以内に帰国する必要があります。

□ 本制度の平成３０年度（第４期）⾼校⽣コースに応募していない学⽣

□ 留学終了後、⽇本の在籍⼤学等で学業を継続⼜は学位を取得する学⽣

□ 平成３０年４⽉１⽇時点での年齢が３０歳以下である学⽣

□ インターンシップ等での報酬や他団体等から留学のための奨学⾦を受ける際には、その平均⽉額が、本制度による⽀給⽉額を超えない
学⽣
※他団体等から奨学⾦を受ける場合、当該奨学⾦⽀給団体側においては、本制度の奨学⾦との併給を認めない場合があるので、当
該団体に確認すること。
※機構が実施する海外留学⽀援制度（協定派遣）との併給はできません。

□ ⽇本の在籍⼤学等が派遣を許可し、留学計画書に記載された留学先機関が受⼊れを許可する学⽣

□ 機構の第⼆種奨学⾦に掲げる家計基準を満たす学⽣は「⼤学全国コース」、満たさない学⽣は「⼤学オープンコース」へ申請する。
※家計基準の判断は、提出書類である所得書類をもとに国際交流課が⾏う。判断のための提出書類は、学部⽣と⼤学院⽣で異なる
が、学籍⾝分の判断は平成30年4⽉1⽇時点の学籍⾝分（⾒込）をもって判断する。（P3 ◆提出書類◆参照）

□ 留学に必要な査証を確実に取得し得る学⽣

□ ⽇本の⼤学等において、卒業⼜は学位取得を⽬的とした課程に在籍する学⽣

トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム（第９期）
学内応募の手引き＠神戸大学

□ ⽇本国籍を有する学⽣⼜は申請時までに⽇本への永住が許可されている学⽣

□ 本制度で実施する事前・事後研修及び派遣留学⽣ネットワーク（留学気運醸成のための活動、⽀援企業等に対する留学計画や活
動報告・成果等の情報の提供を含む。）に参加する学⽣



☺ 申請コース別申請対象の詳細（以下のコースより１つのみ選択してください）

☺ ⽀援内容

2割

申請コース名 申請対象分野 申請対象地域等

予定数
（⼤学全国コース）

予定数
（⼤学オープンコース）

①

理系、複合・融合系
⼈材コース 理系、複合・融合系 国・地域限定なし 200

※留学計画が理系、複合・融合系である場
合、渡航先が新興国・世界トップレベル⼤学
等に該当する場合も、本コースに申請する）

2割

20
未来テクノロジー⼈材枠

⼈⼯知能、データサイエンス、
IOT、サイバーセキュリティ、
ビックデータ、ロボティクス

② 新興国コース

⼈⽂社会系

今後経済成⻑が
期待される国・地域

70

10

③ 世界トップレベル⼤学等コース
世界⼤学ランキングで100位以内に位置
する⼤学や、同等の教育レベルにある研

究機関

90

10

④ 多様性⼈材コース 分野限定なし 国・地域限定なし
90

10

500
それぞれのコースの趣旨をよく理解して、所属分野ではなく、留学計画の分野に応じて選択しましょう。
※理系に所属するからといって、①に沿う内容である必要はありません。

◆海外初チャレンジ応募枠について◆
海外渡航経験が浅い⽅が選択できる項⽬です。選択は任意で、より⼈物⾯重視の選考となります。この枠での⽀援者数は、⽀援者数
の２割程度です。申請コースに関わらず選択できますが、よく検討してから選択しましょう。

★「トビタテ！オーストラリア・クィーンズランド州留学枠　⼤学⽣等コース」について★
今回の募集から、トビタテ！留学JAPAN⽇本代表プログラム（第9期）において⽀援に⾄らなかった学⽣等の⼀部を対象に、オーストラ
リア・クィーンズランド州政府及び州内の各⼤学から、別途奨学⾦をいただけることになりました。
概要や申請⽅法等の詳細については、神⼾⼤学トビタテHP（以下URL参照）に掲載しているPDFをご確認ください。
http://www.kobe-u.ac.jp/international/study-abroad-programs/tobitate.html

⽀援内容 ⽀給内容
⽀援額

（⼤学全国コース） ⽀給時期⽀援額
（⼤学オープンコース）

奨学⾦

北⽶、シンガポール、
欧州（⼀部地域を除く）、中近東

¥160,000

原則、当該⽉に⽀給

¥60,000

アジア（シンガポールを除く）、⼤洋州、
中南⽶、アフリカ及び上記除外国

¥120,000

¥60,000

※1⽉の留学⽇数が15⽇未満になる場合は、当該⽉の奨学⾦を⽀給しない。また、総留学
期間が28⽇未満の場合は⽀援の対象外。

留学準備⾦
（定額）

アジア地域 ¥150,000 原則、留学開始前に
⽀給上記以外の地域 ¥250,000

授業料
（定額）

⽀援期間が1年を超える ¥600,000

原則、留学開始前に
⽀給

⽀援期間が1年以内 ¥300,000

※学位取得可能な⼤学・⼤学院・短期⼤学を留学先機関とし、留学計画に沿った専⾨分
野を学ぶことを⽬的とした授業の授業料が対象。語学の授業料のみの場合は、⽀援対象
外。



☺ 申請〜採⽤までの流れ

◆提出書類◆　①〜③はオンラインでの⼊⼒・添付です。④は国際交流課へ直接提出してください（郵送可）

【お問い合わせ】
神⼾⼤学国際交流課

メール： intl-exchange@office.kobe-u.ac.jp
電話： 078-803-5262

①

②

学内申請締切日：２０１７年２月５日（月）
再申請締切日　：２０１７年２月９日（金）※ただし差戻しがある場合のみ
（注）締切りを超過した場合は、一切受け付けません。

〈書面審査〉
３月中旬～４月中旬
→結果通知は４月下旬

〈面接審査〉
５月１２日、１３日@東京
→採否結果通知は６月中旬

〈採用者の決定〉
６月中旬
※採用者は事前研修参加必
須

⑥

学校へ申請
家計基準確認書対提出
締切：２０１８年２月５日（月）

差戻された内容を修正し
再申請 ※該当の場合のみ
締切：２０１８年２月９日（金）

④ ⑤

①

⑧

応 募 完 了

キーコードの入手
オンラインシステムにて
アカウント作成

留学計画書等の作成② ③

●平成31年1⽉〜平成31年3⽉に留学を開始する派遣留学⽣
　　　関東会場（予定）：⑥平成30年12⽉（予定）

⑥ ⼀次審査：書⾯審査です。みなさまの計画書等の応募書類を審査されます。結果は⼤学を通じて、みなさまへ通知します。

⑦

応募には「キーコード」が必要です。応募を希望する場合は、必ず国際交流課まで応募希望の旨を連絡してください。

トビタテ公式ホームページからオンラインシステムにアクセスし、アカウントを登録します。キーコードが無ければ登録できません。メールアド
レスはPCで使⽤するアドレスであり、普段よく利⽤するものを設定してください。国際交流課からみなさまに連絡する際に、このメールア
ドレスを使⽤します。

事前に募集要項を熟読し、本制度の趣旨を理解したうえで留学計画書等を作成しましょう。また、別紙１の記⼊例をよく読み、間違
いのないように記⼊してください。（記⼊例はオンラインシステム上からもダウンロードできます）

内容を最終チェックし、「学校へ申請」をクリック。⼀度申請すると、差戻しの場合以外は⼀切修正できません。⼊念にチェックしてから
提出するようにしてください。例年、誤字脱字等の不備が⾮常に多いので要注意！
上記３．④家計基準確認書類についても提出してください。締切は２０１８年２⽉５⽇（⽉）です。

④の申請後、⼊⼒に不備があれば、差戻しのメールが届きます。不備を修正し、２０１８年２⽉９⽇（⾦）までに必ず再申請し
てください。申請後、数⽇間はオンラインシステム登録のメールアドレス宛に、差戻しの連絡が来ないかこまめに確認するようにしてくださ
い。特に、締切直前に提出した場合は、再申請締切までの期間が短いため、⾒落としが無いよう注意してください。

①平成３０年度官⺠協働海外留学⽀援制度留学計画書（様式１）
②⾃由記述書（「未来テクノロジー⼈材枠」以外への応募の学⽣）※定められた４項⽬について記述（A4 2枚以内）
　 推薦状（添付）及びその他補⾜資料（「未来テクノロジー⼈材枠」へ応募の学⽣のみ）
③留学先機関の受⼊れ許可書等　　※任意ですが、提出の場合は書⾯審査で加点対象になります。
④家計基準確認書類（学部⽣の場合、源泉徴収票等（必要書類は別紙２を参照））

③

④

⑤

⑧ 採⽤された学⽣は、いずれかの事前研修に参加することが義務付けられています。（参照：募集要項P6　9.(1)）

⑦ ⼆次審査：⾯接審査です。⽇時についてのご連絡は⑥の書⾯審査結果通知時に⾏いますが、原則、⽇程を変更すること
はできませんので、ご留意ください。採否結果は⼤学を通じて、みなさまへ通知します。

●平成30年8⽉11⽇〜平成30年12⽉に留学を開始する派遣留学⽣
　　　関東会場（予定）：①平成30年7⽉30⽇、31⽇　　②平成30年8⽉1⽇、2⽇
　　　関東会場（予定）：③平成30年8⽉4⽇、5⽇　　④平成30年8⽉6⽇、7⽇
　　　関⻄会場（予定）：⑤平成30年8⽉9⽇、10⽇



記入例 所属大学等が変わった場合には、このボタンを押して、学校の変更を行ってください。 

申請中の学校の変更は行えません。 

学校へはまだ申請したくはないが、入力した内容に不備がないかチェック

したい場合には、このボタンを押してください。 

※学校への申請は行われません。 

※一時保存時には、不備のチェックは行っていません。 

入力した内容で学校へ申請します。学校へ申請したら、 

差戻された場合を除き、修正はできませんのでご注意ください。 

一時保存（又は学校への申請）を行わないまま、長時間

経つと入力内容が消えてしまいますので、１時間に１回

は一時保存するようにしてください。 

申請内容に不備があり、差戻された際に担当者からのコメントが表示されます。 

2017/9/30 

初めてログインしたら、大学等名が所属大学であることを 

必ず確認してください。 

別紙１



カレンダから選択もしくは、直接入力（YYYY/MM/DD）が可能です。 

カレンダから選択もしくは、直接入力（YYYY/MM/DD）が可能です。 

保存済みの画像データを削除できます。 

※すぐに削除されます。この操作は取り消せません。 

※2018年4月1日 
 現在の予定 

このボタンから顔写真を選択し、一時保存／学校への申請を

行うことで、顔写真が登録・変更されます。 

2018年4月1日現在の在籍

大学等の情報を入力してく

ださい。 

2018年4月以降に他大学等に進学・転学予定の場合、大学等名を記入してください。 

2018年4月1日現在の年齢： 



項目を選択して、右矢印ボタン又は左矢印ボタンを押すと、未選択⇔選択済み

を変更できます。項目をダブルクリックでも同様に変更できます。 

第8期は、留学開始日は2018年4月1日～10月31日までが選択可能です。 

カレンダから選択もしくは、直接入力（YYYY/MM/DD）が可能です。 

留学期間が、28日以上2年以下となるように終了日を入力してください。 

カレンダから選択もしくは、直接入力（YYYY/MM/DD）が可能です。 

2019/03/31 



該当の希望ごと削除したい場合には、このボタンを押してください。 

※第2希望を入力した状態で、第1希望のこのボタンを押すと、第1希望が

削除され、第2希望が第1希望になります。 

※1か所目を全て削除すると、2か所目が1か所目になります。 

3か所目以降を入力したい場合には、このボタンを押してください。 

留学計画全体の開始日～終了日の

範囲内に収まっている必要がありま

す。 

カレンダから選択もしくは、直接入力

（YYYY/MM/DD）が可能です。 

留学期間の開始日が近い 

受入れ機関から記載してください。 

世界トップレベルコースの場合には、どこかの受入れ機関は 

世界大学ランキング等で上位 100 位以内に入っている必要があります。 

受入れ機関情報の入力は 

「1か所目の第1希望・第2希望～、 

2か所目の第1希望・第2希望～」 

という並びになります。 

本記入例の場合、 

第1希望の留学先・留学計画は 

1か所目：ペンシルべニア大学 

2か所目：テンプル大学 

となります。 

１カ月毎の主な活動を入力して

ください。複数月にまたがる場

合には、記入例の通りまとめて

記載することも可能です。 

第2希望以降を入力したい場合には、

このボタンを押してください。 

奨学金や受給額についての注意

点です。 

受入れ機関は、15か所3希望まで 

入力が可能です。 

それ以上入力する場合には、 

「第2希望以降の受入れ機関を 

設定する理由」に記載してください。 



本制度外受給で、「有」を選択した場合には、

これらの項目を入力してください。 





このボタンから自由記述・受入れ許可書等ファイルを選択し、一時保存／学校への

申請を行うことで、自由記述・受入れ許可書等ファイルが登録・変更されます。 

保存済みの自由記述・受入れ許可書等ファイルを削除できます。 

※すぐに削除されます。この操作は取り消せません。 



全ての事項を確認（チェック）する必要があります。 

文章を確認したい場合には、ここをクリックしてください。 



別紙２

















大学院学生の提出書類は、該当項目について
自由様式で作成することになっています。
参考として、次のページ　別紙３に
フォーマットを掲載しているので、ご利用ください。



別紙３

【大学院生】家計基準提出書類

平成29年 1月 円 円 円 円 円 円

2月 円 円 円 円 円 円

3月 円 円 円 円 円 円

4月 円 円 円 円 円 円

5月 円 円 円 円 円 円

6月 円 円 円 円 円 円

7月 円 円 円 円 円 円

8月 円 円 円 円 円 円

9月 円 円 円 円 円 円

10月 円 円 円 円 円 円

11月 円 円 円 円 円 円

12月 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円

必須項目

必須項目

収入の合計金額：

アルバイト
父母等からの

給付額
奨学金 その他

　本人及び配偶者（配偶者については定職収入がある場合のみ）の証明書類が必要です。
　生活費や授業料等の支払いに対し、収入金額が合理的な金額であるよう申告してください。収入の合計金額を「０」万円とする等、学費や生活
費に不十分な額とはしないでください。
　詳細については、必ず「学内応募の手引き　別紙２（大学院学生対象）」の記載をよく読み、作成してください。「学内応募の手引き」について
は、神戸大学トビタテHP（http://www.kobe-u.ac.jp/international/study-abroad-programs/tobitate.html）からご確認ください。

配偶者所得
※該当者のみ

定職収入

計




